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5 万分の 1 地質図幅 血
説 明 書広之

屋 (説II路一第 61 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師松下勝秀

司 鈴木守

はしがき

この凶幅説明書は，昭和 32 年から 35 年までの 4 ヵ年にわたる，延約 350 日間の野

外調査の結果を取りまとめたものである 松下は，白草系，新第三系および第四系の

調査とそのまとめ，鈴木l土，先白重系と火成岩および変成右の調査とそのまとめを，

それぞれ行な寸たコ1({\括は松下が担当したこ

聖子外調査には，実に多くの人達から協力をうけた h 次に，人名と地域を明記する。

北海道立地下資源調査所，小山内照， :t i山昭三の両技師……三社i川および、ケリマイ

川流域の白望系

北海道立地下資源調査所，松井公平技師……シュンベツ JII およびメナシベヅ川中流

地域の一部

北海道学芸大学札幌分校，浅井宏教民……メナシベヅ川中・下流地域の一部

北海道学芸大学札幌分校，春日井昭助教授……三石川左股沢流域の一部

北海道大学理学部地質学鉱物学教室，渡辺II頃，相馬恒雄の両氏……ビラシュケ川流

域

北海道大学理学部地質学鉱物学教室，太田昌秀氏……ケリマイ川流域の先白望系の

一部

なお，この説明書の取りまとめに当っては，日高研究クループの各位から教示をう

けたっまた，白星系の化石については，北海道立地下資源調査所小山内照技師に，新

第三系の化石については，同三谷勝利技師，および，北海道大学理学部地質学鉱物学

教室魚住悟助教授に，それぞれ鑑定していただいたう

現地におし、ては，北海道電力株式会社静内調査所，静内営林署，および，浦河林務
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署の各位から，設営その他について，いろいろと便宜をはかつていただいた。これら

の方々に厚く御礼申し上げる。

I 位置および交通

この図幅地域は，北緯 42°20'~42°30'， 東経 142
030'~142

0
45' の範囲で，中部日高

山脈の西側をしめる地域である。行政区割は中央部の一番広い地域は，静内町，その

南側は三石町，また北西部は，新冠村にそれぞれ属している。図幅地域内の大部分は，

山岳地帯であるが，静内川下流の農屋，豊畑附近には，比較的広い平坦地が発達し，

農耕地がみられる。また，河合，西川，高見にも，小さな村落が形成されている。そ

のほかは，ところどころに木材関係の事務所や宿泊所があるに過ぎない c 道路は，静

内川， メナシベツJ1 1，シュンベツ川ぞいに林道が通っている。また，ケリマイ川，三

石川を通って高見に達する林道も通じている。最近は，各支流に林道の延長工事が進

められている ο

II 地形

凶幅地域の北から流れてくるシュンベツ川，東から西に向って流れているメナシベ

ツ JII は，双川で合流して静内川となっている。この両河川の流域は，凶幅地域の約 60

%をしめている c 残りの南の部分は，東からそれぞれケリマイ JII ，主石川 I ， t門別川の

各流域にわかれている c これらの各河川は，硬い岩相の地域では，深い峡谷を形成し

ている。シュンベツ川，メナシベツ川の高見から下流はその良例である。このような

峡谷地帯は，切谷面でも，谷幅が異常にせばめられている c

山地帯につし、て考察すると，主要河川が，それぞれ異なった方向の流路をもってい

るために， 111 地は山脈状には発達していないにむしろ山塊状になっているむ切峰面を

つくってみると，ベラリ \]1 を中心とした III 塊，ピセナイ山を中心とした山塊，メナシ

ベツ川とシュンベツ川にはさまれた山塊が，いちじるしくあらわれる c わずかに，国

幅地域北西部の笹山から北東に続く山陵が新冠川との分水嶺として， IJi~眠状に北方に

連続しているハ

また，この地域の起状量を検討すると，あきらかに先白星系分布流域は，上位の地

層分布地域よりも，起伏量が大きく，地形の成長過程に，地質が重要な関連をもって

いることがわかるご日高\ 11~IRの土昇1生地市の存在が，大きく関連していると考えられ
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第 1 図 切峰面図および切谷面図

る。

新第三紀!暑の分布している南西部には，段丘の発達がみとめられるつこの段丘は，隣

接する静内図幅地域内で，静内川の両岸に広域にわたって発達する河岸段丘であるつ

段丘は 2 つの面にわけられる。

第 1 段丘面は，ベラリ山塊の西方に，静内川にそって発達している z 標高は 100­

200m で，現iiす床からの比高は 80-180 m である ο この地域で、は，北西に緩く傾斜し

ている 3 静内閃幅地域の豊畑面に連続している。段丘堆積物は，後背地であるベラリ

山塊を構成している堆積岩・火成岩の瞭が多いコほかに砂・粘土もまじっている

第 2j支丘面のうち，もっとも広い分布をしめすのは，望畑~農屋附近であって，前

記第 1 段丘面を切って発達している{可床からの比高は， 20-60m である c 高見や
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第 2図起伏量図

両川附近やメナシベツ川やシュンベツ川岸の小地域に発達する段丘も，この第 2 段丘

に相当するコ堆積物の構成は，砂・棟および粘土である c とくに小地域の段丘は，時

がひじように多いっこの面は，静内凶 1[1語でヌッカ面とされているものの延長である。

III 地質概説

北海道中央南部の日高山脈の西縁部は，南から北まで，共通の地質的特徴をもって

いる。このような地域は，いわゆる日高造山運動の楚生から終末までの舞台であっ

たと造山運動終期の運動形態は，この地帯に，地質系統の帯状配列という，大規模な

地質上の結果を残した c これらの帯状配列は，日高山脈中心部の変成岩帯とほぼ平行

に配列して，南南東から北北両に伸て yている。

凶幅地域内を，そのような志味で，各地質系統にわけ東から列挙すると，
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①日高構造'市に属する先白¥系

①白望系

①神居古i章構造帯に属する先白¥系(ベラリ [II注入岩帯をふくむ 0)

①第三系

なお， 3 と 4 の問には，一般に白亜系が介在することが多い。

また，この|寸幅地域は i二 I記のように，日高造山運動の影響を，かなりはげ.しくうけ
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ているために，地層が擾乱されており，いろいろに変形されている。これに加えて，

分布する先白望系と白望系はともに，産出化石に乏しいために，層序の確立，構造の

決定がひじように困難である。白望系については，先に報告されているように，若干

の鍵層と層相の追跡から，あるていど層序は明らかにされているコ先白望系のうち，

とくに岩清水層については，噴出岩類がひじように多いこともあって，従来から，一

括されていた場合が多い。

この地域に分布している地質系統は，時代的に，先白望系，白望系，新第三系に大

別される。

図幅地域で最も広い分布をしめすのは，先白望系であるっ下部は，泥質の堆積層で

代表されるイドンナップ層で，上部は輝緑岩質凝灰岩を母体とする岩清水層である 3

この輝緑岩質凝灰岩の中には， ~、ろいろの産出型態をしめす輝緑岩や，スピライト岩類

を伴なっている。これらは“ green rockcomplex" とでもいうのが適当な層相で，

特徴付けられている。これら各層には，チャート，石灰岩なども介在しているつ

白望系は，先に帯状配列の①として取扱つであるように，先白望系を二分しているっ

この地域に分布するのは，中・下部エゾ層群である。全体の分布からみると南ほど広

い。図幅地域の北端のパンベツ川附近で，もっともせまくなっている。

下部エゾ層群は，さらに，下部の三石川|層と上部の双珠別川層にわけられるつこれ

らは， 1 つの堆積輪廻をしめしている。下部エゾ層群は，ケリマイ JII から高見にかけ

て，かぎられた範囲に分布している。これに反して，中部エゾ層群は，全域にわたっ

て広く分布している。

中部エゾ層群も，下部の額平川層と上部の新冠川層にわけられる。額平川層は，さ

らに，砂岩・喋岩相と，砂岩・頁岩互層相に細分される。

とくに中部エゾ層群は，現在の分布自体が 1 つの複同斜として発達している。そし

て時代決定は，北方地域からの層相の追跡、によってなされたコ上部エソ、層群は，農屋

層の基盤として，オブスケ沢附近に，わずかの範囲であるが分布しているっ静内川河

岸の露出から，上部エゾ層群をしめす blO ceramus ， Ammonites が産出しているつ

新第三紀層は，図 1隔地域南西部分に分布している。農屋層は，下部は喋岩・砂岩

が多く，若干の石炭層を介在しているつその上部は泥岩が卓越しているコ下部に二枚

貝，巻貝類;を多く産出する。同層準は，三石川左股沢にも細長く分布しているつ

農犀層との関係は未詳で、あるが，化石上，上の層準とみられる丙川層が， m別川流

-6-



域に分布しているっこの地層は， ド部に喋右・砂岩部があり，上部は)享!昔の泥質部に

移化している。?門別川では， ド位に畏屋層，および，上部エソ1司群を欠いて，直接岩

清水層を不整合におおっている j1柴岩・砂宕tUには，多くの二枚ft，巻只を産出する。

そのほか， ~Ij項でのべたような，第四紀の段丘地;積物と沖積層が分布している。

IV 堆債岩組

りl!J)

IV.1 先白重系(日高累層群)

この凶 l幅地域で，最も)ム・い分布をしめす地質系統であって，全域の約 70 C;{ をしめて

いる。まえにのべたように，先白望系は，イドンナヅプ!骨と岩清水層にわけられる。

両者の関係は，整合とされている J 両層は，ともに産山化石に乏しく，地質 H寺代の決

定は困難であるコ北海道中央部のジュラ紀とされている地層との対比から，この層群

の上半については，少なくとも，同層準であろうと考えられるコ

IV.1.1 イドンナップ層(ld)

この凶幅地域に分布する堆積岩のもっとも下位のもので，北東部やメナシベツ川，

シュンベツ川流域に背科構造の核として分布する c 上位の岩清水層との関係は，北東

部では，蛇紋岩を作なう断層帯で境されていて，推移状態は明らかでないυ しかし，

隣綾する神威岳凶幅地域内のイベツ以附近の観察では，岩清水層は東にゆくにしたが

って，次第に介在する粘板岩と砂岩を増し，蛇紋岩近入併をすぎると，粘板岩が主体

となり，中に破砕のいちじるしい輝紋宕質凝灰岩を爽むようになる。また，この周辺

には，石灰岩やチャートも多く介在している。さらに，この北方延長のイドンナップ

岳・幌尻岳凶l隔では，両者の整合関係が報告されている心いままでのところ，この間

に，不整合の存在する可能性は考えられないυ また，メナシベツ川，シュンベツ川流

域でも，ほぼ同様の観察ができるつ

層相は，北東部のものは黒色粘板岩を主体とし，分布地域の西半には1O~20m の

単位で輝総岩質凝灰岩や，石灰岩がはさまれている。東にし、くにしたがってそれらが

減じ，粘版岩がはとんどとなり，まれにチャートの介在がみられる。このように，比較

的単調な層相で代表されているす走向傾斜は N20"WjE 70υ~80U である υ まえにの

べたように，岩清水層との関係から，大きく逆転した構造であることが推定される。

そのほか，衝上性の断層が発達しているらしいが，層十目が単調であるために明らか

ではないハ j骨厚は，大体 1 ， 500 ill 土と考えられる。
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1<;)1 叶)

IV.l.2 岩清水層 (Iw)

この地問は，閃 III 司地内でもっとも広し、分布をしめているご地域の 60 ~，;前後をしめ

ている

持相はおもに，輝緑店 III 凝灰 F7 とスピライト質岩類である c そして，これらの問に，

少量のチャートおよび砂 1; ・粘 tJi1";- をはさんでいる(層全体がし、ちじるしく擾乱され

ているので，明確な肝 Ii; を確立することは悶難である c しかし大休は地質系統国に

しめしたようになるへ前項でものべたように，下部に粘板岩の介在が多い{また，チ

ャートの多い!胃昨もみとめられる

イドンナヅブ El f!斗|隔で(~告されているように，この j也!出土，空全 II 層群 III 部層に支社じ

できるであろうと

岩di 7)( 屑の主要な構成員である断結 YJ 質i疑jdCFJ は，主として集塊右質凝灰岩からな

り，そのほかに，肘坪ーの顕兵:な *mt~ i.の凝 EI~ ~Li イj 各地でみとめられる戸また，火山(生時

岩もわず刀、ではあるがみとめられる

典型 UY~ な凝灰右を顕微鈍下で観察すると，次の通りであるこ

緑泥官・曹長石・ガラスおよび不透明鉱物から構成されており，この他に多少の

岩石片や，鉱石片をふくんでいるへこれらは，一般に方向性をしめしている乙ガラ

第 4 図 版状に発達している岩清水層中のチャート層
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第 5 図 ラミナ状を呈する岩清水層の輝緑岩質凝灰岩

スは不規則!な形をしめし，熔結凝灰岩様の組織をしめしていると、この間にみられる

細粒の柱状曹長石は，捜曲がし、 tうじるしいご鉱物片としては，新鮮な単斜輝石と汚

れた斜長石がみとめられる p 岩石片は，スピライト質岩が主で，いちじるしく繰泥

石化している ι(PL.8)

集塊岩質凝灰岩の角礁の間をうめている部分も，はぽ上記のものと同様である。

また， -，部の手ヤート l こは， ラジオ弓リヤンの j査がし、がみとめられる

層「享は，大休 2 ， 000 m土と推定される

IV.2 白望系

l斗i隔地域に分布する白望系のうち，ケリマイJ[Iから三石川，高見を通りパンベヅ沢

にかけてのものは，北方のイドンナップ岳凶幅の各地域にも帯状に追跡されている。
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*この白望系は，大局的にみると複向斜構造をとっている。また層相の変化から，堆積

時の基盤の運動が推定されている。この地帯の白望系は，次のように分帯されてい

る。

上部ェゾ層群

中部エゾ層群

下部ェゾ層群

干日露川層

f カンコシナイ沢層

(新冠川層

L 額平川層

上部エゾ層群に属するオプスケ沢層は，まえにのべた白望系とは，異なった構造帯

に分布する。すなわち，神居古湾構造帯の西縁に分布するものであって，図幅地域で

は，せまい分布しかみられない。しかし，貫気別地域で，新第三紀層の基盤として分
*~ぐ

布している自室系の延長と考えられる。

12)14)1i)

IV.2.1 下部エゾ層群

三石川層 eMt)

おもに，三石川本流から高見にかけて分布している。模式地としては，三石川支流

大沢の下流部，およびその北方の枝沢があげられるつ層相は，機岩ないし礁質砂岩が

主体である。上部に向って，漸次頁岩の介在が増加している。一般に塊状であるが，

上部はしだし、に層理をしめすようになるつ

際質部の岩相は，灰白色~淡青灰色の喋質粗粒砂岩が多く，部分的には，細粒喋岩

キ 構造の項でのべるように，情状の構造単位を形成している。

料 夕張川流域で，神居古 j章帯の西縁に分布する白望系の南方延長と考えられる。さ

らに南は，浦河地域の白望系に連続する可能性があるつ
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となっていることもある。ふくまれている礁は，青，赤チャートの小豆大の円撲がひ

じように目立つことが特徴である c と部の砂岩もほぼ同じような，灰白色中~組粒砂

岩である。また下部の礁質部には，数 em の石炭層や，植物化石片をふくむこともあ

る。

構造は，ほとんどの地域では，東傾斜となってあらわれているが，多くの場合，先

白重系の両側に分布することから，断層でみだれではし、るが，複向斜の背斜部に分布

していて，西に過摺曲した構造が推定される。

層!享は，そのように乱れているので，正確に計れないが， 100m十と推定される。

双珠別川層 (So)

この地層は，三石川層の上に整合的に分布するものである。したがって，分布も，

まえにのべた三石川層と同様に，高見から南の部分にかぎられる。

層相は，泥質相で代表されるが，かなり砂質相をはさむようである。下部エゾ層群

は，中部エゾ層群以前の構造運動をうけているために，とくに，双珠別川層の擾乱は

いちじるしいコしたがって，明確な層序を確立することは困難である ο おおよその層

相は，下部は，板状砂岩と頁岩の厚互層部や，粗粒砂岩の単層をはさむシルト岩で構

成されているコまた上部は，頁岩が主体となり，細粒砂岩の薄層が介在している。構

造は，大局的には三石川層と同様である。層厚は大体 300m土と推定される。

IV.2.2 中部エゾ層群

中部エゾ!昔前:は，この構造，惜の白主系で，もっとも広い分布をしめている。この凶

幅地域も例外ではない(額平川層基氏の不整合とも考え合せると，中部エゾ層群は，

この地惜の白望系の持 Uti から変形までの，主役的役訓を県しているものであろう。

額平川層

層相上，さらに，下部の砂岩，喋宇 J相と上部の砂岩，頁岩互層相に分市される。

i) 砂岩・様岩相 (Nk 1)

分布は，三石川 I，ケリマイ川流域に多く，パンベツ沢では，岩清水層との境界附近

に分布してし、る

ケリマイ川下流地域では，人頭大~小豆大の円喋で構成される時岩となっている

が，一般に北部地域では，細粒喋岩~合 E乗組粒砂岩となっている c 分布も東側に多い。

額千川層の基底は， ド苛;ェゾ層群か，先白望系を不整合におおっているが，これは，

いわゆる lド部エゾ層群基底の不整合として，北海道中央部から追跡されている。北に
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隣接するイドンナップ岳図幅では，岩清水層との不整合関係が報告されている。しか

しこの地域で観察される不整合は，他の地域とは，かなり異なっている。この地域

では，パンベツ沢入口より，メナシベツ川を約 500m 下った河岸で，不整合関係がみ

られるが，ここでは，下部の砂岩・喋岩相の発達はみられず，頁岩~砂岩，頁岩薄互

層が岩清水層と直接接している。基盤は正規型スピライトであって，やや角蝶状を呈

第 8 図 額平川層基底と正規型スピライトとの不整合

ここでは，喋岩，砂岩の発達はみられない。

しているつまた，これをおおう，頁岩~砂岩・頁岩薄互層には，基盤の凹凸をうめて

堆積した様相が観察される。三石川，ケリマイ川では，不整合関係を直接観察するこ

とはできない。額平川層の基底部と思われる，砂岩，傑岩相は，各沢に追跡できる

が，その下盤には，双珠別川層のいろいろな層準が分布しているっすなわち，南部地

域の西翼部では，上部相と考えられる頁岩相と接し，東翼部では， ド部相と思われ

る，頁岩・砂岩互層相と接している二また，南北延長についても，いろいろな岩相と

接している。これらのことから，いちおう不整合であろうと推定される。層厚は 100

--250m と推定されるつ

# 地質図では，下部の砂岩・操当相を欠いて，その上粒の砂岩・頁岩互層相とが，接

するようにあらわしたっおそらく，砂岩・喋岩相のひじように薄化したところであっ

て，不整合の特殊な場所と考えられる。
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ii) 砂岩・頁岩互層相 (Nk2)

この地域の白望系で，もっとも広い分布をしめす層準であるわ

層相の水平変化がいちじるしい。しかし全域にわたって追跡できるチャート質凝

第 7 図 額平川層砂岩・頁岩互層中のチャート質凝灰岩

3く右を介在する)曽準があり， よい鍵屑となっている c このチ γ ート質凝灰 11 層は， 30

cm~3m の層厚で， i;l( l='--l 色~白色細粒ち密で，県色 n岩や凝!日〈質湘粒砂 1J と互層して

いる J このチャート質凝灰右層の介在を境として，一般に下部は，版状砂岩・砂岩・

頁岩立!醤が主体をなしているうこのうち板状砂宕相は， 300~50cm の層状をし間に

1~3m の砂岩 ·n 宕薄立層を挟んでいて東翼部に多い c また，構造的位置にも関係が

あると忠われるが，徴摺 ItB構造が，とくにこの同準にいちじるしい ν 西翼部は砂岩・

}{岩互層相が多くなる傾向があるコ

このチャート質凝灰岩層を介在する!昔却の上 i~i: は， n岩の介在が多くなり，主とし

て砂官 ·w 岩の薄互層相が発達している士またこの ~~jJ には，ベントナイト状凝灰岩や

粗しょう凝灰岩の薄層も介在しているコ

全体的に層厚の変化がし、ちじるしいが， Iわ~.!j で、は 450~250 111 ，北方では， 300m 土

と推定される。

新冠川層 (Ni)
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額平川層の上部は，頁岩相がかなりおおくなるが，さらに上部は頁岩相を主体とす

る堆積相に移化する。これが，中部エゾ層群の上部をしめる新冠川層である。

この地域では，向科構造の中心としてパンベツ沢，ケリマイ川の西翼に分布してい

る。また，高見の西側では断層でおちこみ，岩清水層との境界附近に分布している。

層相は，暗灰色頁岩や黒色、ンルト質頁岩と頁岩の薄互層が主体で，粗しような凝灰

岩，ベントナイト質凝灰岩や細粒砂岩をわずかにはさんでいる。

シルト岩は，風化してチリチリに砕けやすくなる。また，玉ねぎ状構造をとってい

るところもある。石灰質問球が，ふくまれていることもある。

層厚は， 200m 前後と推定される。

IV.2.3 上部エゾ層群

オプスケ沢層 (Ob)

この地層は，静内川のオプスケ沢にせまい範囲で分布している。下位の岩清水層と

は断層で接し，上位の農屋層におおわれている。分布がかぎられているうえに，いち

じるしい勇断をうけていて，層 rt~ ，構造は明らかでない。オブスケ沢では，陪灰色シ

ノレト岩が多く，灰白色凝灰質砂岩をわずかにはさんでいる。構造も走向傾斜が N15°

E/W50a~80° の単科構造をしめしているが，静内川河岸では，岩相，構造ともに，か

なり異なっているハすなわち，東西性の方向で，市出は，シルト岩を主体とする岩相

で南に傾斜し，北岸は，凝灰 nIl 沙右を主体とする宕相で北に傾斜している。

この両芹ーからは，次のような化石を庫川した。

Damesitessp.

Neocriocerassr..

Inoceramussp. (小山内照技 f~[ii 鑑定)

これから，上部エゾ )51 昨に属するものと推定される。層厚は 200 m十と推定され

る。

IV.3 新第三系
1:;)

IV.3.1 農屋層 (Ny)

この地層は， 1>< 11[ 1百地 M< の l河端医見附遅から，北北 l喧Jj 向て "J 、範聞に琵達している。

地形の J]fでものべたように，新第三紀持分分地 j或は，地 Jf~ の開折がし、ちじるしく，

とくに，良厚 l再 n休もかなり擾乱されているので，同 J f:， 構造は判然としない，おお

よそ，その肝相は，下部の眼目 . TiP1(; ・と， J: 部の lit 岩とから構成されているにオブス

-14-



ケ沢入口附近で観察される喋岩層は，ほぼ南北の走向で西に 30
D
_40

C

傾いている。

下位の，上部エゾ層群オブスケ沢層との関係は，不整合と推定される。この上位は中

粒および粗粒砂岩をはさむ砂質泥岩相に移化しているc 静内凶幅との境界附近の石炭

沢には，さらに泥岩相が発達している。

基底と推定される喋岩相の喋は，緑色岩頬やチャートが多く，岩清水層から供給さ

れたものであろう。また，農屋層の基底部の延長が，三石川左股沢に細長く分布して

いる乙ここでは，主に喋岩を主体とする層相が発達しているc 喋岩の機種は，緑色岩

がもっとも多く，赤色や白色のチャート，黒色粘板岩もふくまれている。一般に，米

粒大~小豆大の細粒喋岩であるが，部分的には粗粒砂岩の介在もみられる。ここで

は，基盤の岩清水層との不整合が，観察されている。構造は，西に傾いた単斜構造を

しめている。

この地層の下部に，若干の石炭層を介在している。また，砂質泥岩相や三石川i左股

沢に分布する喋岩の中には，次のような化石を産する。

Arcasp.

Anadara~p.

Ostnasp.

Pectensp.

C!i r. oc σrdlum sp.

Dosiniakaneharai

Protothacasp.

NaticajanthostomaDESH.

Patellasp. (三谷勝利技師鑑定)

層厚は 200-300 m 前後と推定される C

IV.3.2 西川層 eNs)

この地層は凶 III肩地域南西隅の f門別Jl I中下流域に分布している c 層相は，基底部の喋

岩・砂岩相と，その目立の厚層の泥岩相に分けられる。下部の喋岩・砂岩相は，刑別

川本流の中流附近と，川合から北にはいる枝沢の尾上流部で観察されるべ岩相は，後

者では，小豆大の喋で構造されている細粒時岩が多く，前者では，ひじように粗粒と

なり，多量の緑色岩類や優白岩の人頭大の望角撲をふくんでいる。基盤の岩清水層と

の関係は，先に不整合であるとのべたが，実際の露出では，断層によりかなり乱れて

いるご しかし礁の構戎から考えて，この喋岩は基底に近い層準で，畏犀:層および，オ

-15-



フ、スケ沢層を欠いて，岩清水層と直接接していたと推定される。

礁岩・砂岩相の層厚は， 20~50m である。

この上位に発達する泥岩相は，暗灰色のシルト岩が主体である c 部分的に，硬質頁

岩状を呈するところもあるが，層準として追跡することはできない。これらの比較的

下位には， 4~6m の粗しような灰白色砂質凝灰岩が，介在している c

下部の，礁岩砂岩相には，次のような化石を産する。

。strea ps.

Chlamysswiftii(BERNARDI)

PectenkimuraiYaK.var.subsp.nov.

Nemoc αrdium yokoyamaiTAK.

Trachycardiumsp.

SerripesfusinensisOTUKA

Serripessp.

Dosiniasp.

Veneric 仰-dia sp.

Spisulasp.(aff.SpisulavoyiGABE)

Macomaoptiv αYaK.

M. calcarea(GMELIN)

NaticajanthostomaDESH.

Psephaeasp.

Ne かtunea modestaKURODA.

Vicaryellasp. (三谷勝利技師鑑定)

全体的にみると，上位になるにしたがい，異質の爽在物も少なく，塊状になる傾向

がみとめられる。

地質構造は，全体的にみると， N400~50° の走向で，西に 300~50° 傾いた単斜構

造をとっている。なかに， 2, 3 の小さな摺由もみとめられる。

農屋層との直接の関係は，段丘堆積物が発達しているためにあきらかでない。

時代的には，峠下階に対比される可能性があるつ

層厚は， 400~500 m と推定される。

IV.4 第四系

IV.4.1 洪積層 (Dh， Dh)

洪積層は，地形の項でのべたように， 2段の平坦面を構成する段丘堆積物からな
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るごl いずれも，現河川にそった河岸段丘である。それらを詳細に観察すれば，いくつ

かの面に分けられる可能性があるが，開析が進んでいるために，さきにのべたように，

大きく 2 つの面に分けた。したがって，農屋や豊畑附近の第 2 段丘面と， t門別川流域

や高見周辺の段丘面とは，厳密に同ーの面とわいえないかもしれないが，現j可床から

の比高が，ほぼ同程度であるということで，同じ第 2 段丘堆積物として一括した。

IV.4.2 ;中積層 (AI)

図幅地域内の各主要 in] 川に，氾濫原堆積物として発達している c

地形の項でものべたごとく，古い地質系統，とくに先白望系の地域には，沖積層

は，あまり発達していない。白望系や新第三系の地域を流れるときに，比較的ひろい

沖積層を形成している。静内川河岸や，高見や，ケリマイ川流域などには，沖積段丘

の分布もみられる。

V 変成岩

この図幅地域の神居古揮構造市には，小規模ではあるが，数カ所に緑色片岩や黒色

片岩からなりたっている変成岩が分布している。これらは一般に，蛇紋岩注入帯の周

縁にかぎられた分布傾向をしめしている。しかし図幅地域南端部三石川の二股附近

には，蛇紋岩体はみとめられないが，わりあい広く， 片岩類 (St) が分布している。

これらは，あまり再結晶作用の進んでいない圧砕岩ょうのものから，完全な再結品

組織をしめすものまで，いろいろな岩質のものから構成されている。野外で観察され

る特徴はつぎのようなものである o 1) 顕著な片状構造あるいは縞状構造をしめしてい

る o 2) 片理面上に“小じわ"ょうの線構造が発達しているう 3) 散摺曲構造の発達がし、

ちじるしい。ふつうの輝緑岩質凝灰岩やその破砕物にも，一般に，訪れ、片状構造はみ

とめられる。しかし片岩の形成が，その再結晶度の大小はあるとしても，新たな鉱

物の再結晶と再配列による，ということに基づくものであるという点で大きなちがし、

があるつ

この地域に発達している片岩類は，原岩のちがし、から，次のように二分できる。

A 輝緑岩質凝灰岩およびスピライト質岩類起源のもの

B 砂板，粘板岩起源のもの

A 輝緑岩質凝灰岩およびスピライト質岩類起源の結品片岩

この図幅地域には，この種の結晶片岩が，もっとも広く分布している。しかし凝
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灰岩源であるか，スピライト質岩源であるかは，区別することの困難な場合が多いσ

この岩石中には，いろいろの変成鉱物がみとめられる。その主な鉱物の組合わせに

は，つぎのようなものがある。

1) 石英一曹長石ー緑泥石ー(緑れん石)

2) 石英一曹長石一緑れん石一陽起石

3) 緑泥石一曹長石一曹閃石

4) 曹閃石一方解石一緑泥石一石英一曹長石

5) 曹閃石一絹雲母一緑泥石一緑れん石

6) 曹閃石ースチルプノメレンーローソン石一緑泥石一絹雲母一曹長石

7) 曹閃石一緑れん石一褐れん石一曹長石

8) 藍閃石一絹雲母一緑泥石一緑れん石一石英

9) ローソン石ーエジル輝石一絹雲母一緑れん石一緑泥石一陽起石

10) 石英一曹長石一絹雲母ースチルプノメレン

B 砂岩・粘板岩起源の結晶片岩

この種の結晶片岩は，この地域で、は，あまり多く分布していない，変成度の低いも

のでは，もとの砂粒をそのまま残して，そのまわりから変成している。ここでみられ

る鉱物組合わせは，次のようなものである。

1) 石英一曹長石一緑泥石一絹雲母

2) 石英一曹長石一絹雲母一緑れん石

3) 石英一曹長石一緑泥石一絹雲母一ぶどう石

4) 石英曹泥石一曹閃石

うえにあげた鉱物の性質として，一般的にみとめられるものは，大体つぎのよう

なものである c

石英: 一般に，片理に平行なモザイク状集合体として発達している c そしてと

きには，曹長石とともに，あるいは単独に，縞状に配列している c 一般に細粒であ

り，いちじるしい波動消光をしめすものが多い。ほかの鉱物を置換えしたわ包か

しており，もっとも後期の産物とみられる。

塩基性岩源の片岩では，珪酸分が乏しいにもかかわらず，片岩化にともなって，

多量の石英が形成されることがある o これは，系外からの注入による，と考えた方

が妥当である c

曹長石: もっとも普遍的な発達をしめしている鉱物である。原岩と考えられる
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輝総岩質凝灰岩やスピライト質岩類にみられるものとはちがし、，新鮮な粒状あるい

は短柱状結晶をつくっている。そして，一般に，モザイク状に組合っているこまた，

続泥石の微粒を包かしていることが多い3

緑泥石: この鉱物は，再結晶度のよいものほど，減少する傾向がある ζ 一般に，

羽毛状の集合をつくっており，方向配列は顕著であるつ緑色のものから褐色のもの

まで，いろいろの種類のものがみとめられるつ

緑れん石: 黄色の粒状結晶としてみられるコおもに，緑泥石やソーダ角閃石類

とともなって発達しているつ

褐れん石: この鉱物は， 1 資料だけでみとめられる。粒状あるいは柱状の形を

しめし， x= 淡黄色， z= 濃褐色の顕著な多色性がみとめられる。

絹雲母: かなり広くみとめられる鉱物で，針状あるいは葉片状で，細粒結晶の

羽毛状集合体を形成している。この鉱物は，変戒度が高くなるとともに，緑泥石を

置換えして生成されたものと考えられるヮ

スチルプノメレン: 微細な束状集合をつくって，絹雲母とー諸に産出してい

る。しかも石英・曹長石などの多い部分にかぎってみとめられる。 X= 淡黄色， z=

濃黄褐色の多色性が顕著であるつ (PI.. 1)

ローソン石: これは無色で自形性が強く， O.1-0.3mm ていどの細粒の柱状結

晶~板状結晶である。 (P L. 2)

曹関石: この地域の片岩類にみられる， ソーダ角閃石類の中で，もっとも多く

産するつ微細な針状あるいは長柱状の結晶で，来状集合をつくっていることが多

いc 緑泥石・単斜輝石を置換し，あるいは，方解石を貫ぬくような形をしめすもの

があるつ x= 暗藍色~濃青色， y= 桃紫色~紫， z= 淡黄紫~淡帝紫黄色，の多色性

をしめすコ C'X=13 ♀ (P I.. 5)

藍閃石: 細かな針;はあるいは長柱状の結品としてみとめられる" X= 淡黄色，
/¥

z= 青藍色，の多色性をしめす。 C Z=8'

なお， ソーダ角閃石類の生 1或は，再結晶!立の良し忠;しとは関係がな L 、 c

陽起石: この地域では，あまり多くみとめられないっこの鉱物を多量にふくむ

ものは，石英や曹長石の再結晶度が良いコ一般に，釘;伏結品の羽毛状集合をつくっ

ているが，やや大型の版状や長柱状のものも，みとめられるつ弔緑色を弘し，あま

り多色性は顕著でないコ

ぶどう石: 無色の短柱状鉱物で，わずかに， 1 つの資料でみとめられただけで

ある。

なお，静内川の支沢，ボヨノ沢には，陽起石一曹閃石一曹長石一緑色角閃石の鉱

物組合わせからなりたっている，陽起石質岩の転石が多数知られている c
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VI 火成岩類

この地域に分布している火成岩類は，地向斜期の噴出岩煩と，後期の道入岩類、の 2

つのグループに大別できる。

噴出岩類

噴出岩類のうち，大半をしめているのは，枕状構造をつくる正規型スピライト類

であるコこのほか，細粒輝緑岩として取り扱った岩石が，白望系の東側に分布してい

第 8 図 枕状を呈するスピライト質，熔岩メナシベツ)JI中流

る ι しかし，勇断運動の影響をうけていちじるしく破砕されているために，その初生

的な産出形態は明らかでないc しかし，隣接神威岳図幅の資料からみれば，枕状構造

をしめすものがかなりあるものと推定される。これらのほかに，岩床状に道入したも

のと考えられる，スピライト質の中粒輝緑岩が少量みとめられる。

1) 正規型スピライト類 (Sn)

この岩類にふくまれたものの中には，いろいろな岩質のものがみとめられる c しか

し主要な構成鉱物である斜長石が，曹長石質であり， したがって，ソーダの含量が

高いという点では一致している。また，この岩類は，枕状構造がしめすものが大部分

であるコ

岩質上では，杏仁状構造をしめすもの，あるいは，杏仁をふくまないものなどがあ
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る。これらを顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。

2) 杏仁構造をしめすスピライト

斜長石の斑品をふくむものと，ふくまないものとがある c 斜長石斑品は，最大

O.7x4mm にも達し，ひじように汚れている。杏仁は，方解石や緑泥石によって充

填されていることが多いが，ときには，パンペリー石の微細結晶の集合によって充

填されていることがある (PL4) 亡これらの聞を埋めている石基は，ハイアロオフィ

テック，インターサータル，あるいは，ハイアロピリテック組織をしめしている。

ときには，スフェノレリテヅグのものもみとめられる。これらの斜長石は汚れてお

り，また携曲形をしめすものが多し、。そして，曹長-石質のものである。これらの聞

は，緑泥石や白チタン石によってうずめられているが，ときには，赤鉄鉱によって

充填されていることがある c

3) 杏仁状構造のないスピライト

この型のものは，前記のものより，一般にやや粗粒である。一二の岩石は，多数

の単斜輝石や斜長石の斑晶をふくんでいるものが多い rtf 品斜長石は，来斑品をつ

くるものが多く，一般に，いちじるしく汚れている c 単斜輝石は，緑色味をおびて

おり，いくぶん緑泥石化している c 石基は，長柱状の斜長石と単斜輝石がサブオフ

ィテック組織をしめしている σ しかし，単斜輝石の大半は緑泥石に変化している。

斜長石は携曲形をしめし，おそらく曹長石質のものと思われるごこれらのほかに，

白チタン石や不透明鉱物が，全体に散点している。

このような岩質のもののほかに，石基に，ほとんど斜長石がなく，大部分が，粒

状および短柱状のチタン質ふつう輝石と緑泥石によってしめられているものがみと

められる。

4) 細粒輝緑岩 (Df)

この岩石は，緑色のやや粗粒な塊状岩である c 前記の正規型スピライトにくらべる

と，ソーダの含量がかなり少ないようである c また，全般に破砕されてはいるが，岩

石の変質のうけかたが弱い c

顕微鏡下で観察すれば，つぎのようであると

おもに，単斜輝石と斜長石からなりたっており，これらは，サブオフィテックあ

るいはオフィテックに組合っている c 単斜輝石は， O.3~O.5 mm の大きさのもの

で，淡緑色味をおびており，波動消光が顕著である。斜長石は，長径 O.2~O.3mm

ほどで，捧曲形を若干しめしている c これらの鉱物は，ともに緑泥化している。こ

れらの聞には，白チタン石や不透明鉱物が散点している c

5) 中粒輝緑岩 (Dm)

この岩石は，この地域では，シュンベツ川の中流附近にみとめられる。まわりの岩
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石との直接の関係は，あまり明らかでないが，岩床状道入休と推定される。

緑色を呈する，割合いに組粒の岩石である。

顕微鏡下で観察すれば，つぎの通りである。 0.5-1. 5mm の長柱状~板状斜長石

がサブオフィテックに組合っており，この間を，緑泥岩や板状の斜長石がうずめて

いる。この地域のものでは，単斜輝石は，緑泥石によって置換えされているために，

ごくわずかしかみとめられないο このほかに，方解石や不透明鉱物がかなりみとめ

られるつ

後期道入岩類として取扱ったものには，粗粒輝緑岩・優白岩・蛇紋岩などがある。

このほかに，地質図上にはしめしていないが，はんれい岩が少量分布しているつ

6) 粗粒輝緑岩 (Dc)

この岩石は，枕状熔岩や輝緑岩質凝灰岩を貫ぬく，岩脈あるいは岩床としてみられ

る。岩体の幅は， 5m 内外で，あまり大きなものはない。暗緑色を呈するひじように

粗粒の岩石で，肉眼でもオフィテツク組織のみとめられるものがある 3

顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。長径 0.5- 1. 0 mm 前後の単斜輝石

と，長軸 0.3-0.8mm ほどの長柱状斜長石とでオフィテック，あるいはサブオフ

ィテック組織をしめしている。単斜輝石は，淡紫色を呈するチタン質のものであ

る。一般に，割れ目の発達が顕著であり，ブロック状の波動消光をしめすことが多

L、 3 また，斜長石は， ソーシュノレ石化がし、ちじるしく，そのために，ひじように汚

れているコしかし，その中に残されているものには，かなり塩基性のものがあるコ

一部の岩石では，これらを貫ぬく曹長石脈があり，その脈にそう部分で，単斜輝石

がエジノレ輝石に変化しているのがみとめられる。

蛇紋岩 (Sp)

この凶幅地域には，大まかにみて，三つの蛇紋岩近入市がみられるコすなわち，右

清水層の西縁附近に分布するもの，ピラシュケ川の中流附近から静内川本流にかけ

て点々と分布するもの，および，閃|隔地域の東部の岩清水層とイドンナップ層の境

界部に分布するもの，などであるコこれらは，大小いろいろの大きさをしめしはぼ

NNW-SSE の分布方向をしめしているコとくに，丙側のベラ1) III を Ip心とする地域

には，かなりの規模の岩体がみとめられる 3

この地域の蛇紋岩休は，すべてが，西に倒れた構造をしめしているつほかの岩石と

の接触部附近では，例外なく葉片状化しているコしかも，接触部そのものは粘土化し

ていることが多い。そして，とくに小岩休では，全体が葉片状蛇紋岩に変わっている

ことがある。しかし，集片状化されずに残されている塊状部には，原岩の節理系が(呆
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たれているつ

これらを顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである υ

塊状蛇紋岩では，いわゆるメヅシュ組織が良く残されているっそして，これを置

換えして，羽毛状の蛇紋石が発達している。

葉)十状蛇紋岩では，ほとんどが，方向配列をしめす羽毛状の蛇紋石によってしめ

られている。そして，これらの聞に，少量の板状蛇紋石が残されている)なお，こ

れらの聞には，少最のクロム鉄鉱が散点している。

ベラリ山附近の蛇紋岩体は，あとにのベる優白岩によって貫ぬかれているリこの

接触部では，優白岩によって接触変質をうけ，褐色化し，さらに，ひじように硬質

になっている。そして，この接触変質部のうちの接触 i面に近いところに，iJ'i閃イj の

放射状集合からなりたっている球頼が，多数みとめられる (PI..6})

優白岩 (Lc)

優白岩は，蛇紋岩 j並入常にかぎられて分布している c 一般に ， ili: と紋店休を貫ねく不

規則!な岩脈として近入している。これは，第 9 凶にしめすように，いちじるしく切り

第 9 図 優白岩の柱状節理，双川附近

立った j邸主をつくって露 iU している ο

この地域の優白岩は，大部分が扮右であり，ほかに，少量のトロニエム岩 ~tr のもの

がめとめられるコこの|市 j者の関係は明らかでないが，ともに，優色鉱物に乏しい優白
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質の岩石で， しかも， if;、|長石斑品を多数ふくんでいる。

これらの岩石には，規則正しし、節理が発達しており，また，ときには，流理構造が

みとめられる。

これらを顕微鏡下で観察すれば，つぎのようである。
持

坊岩

斜長石斑品を多数ふくみ斑状構造をしめす。斑品斜長石は，自形結晶であるが，

やや円味をおびたものが多いο 一般に，累帯構造が顕著であり，アノレバイト・カノレ

スパットの複合双品をしめしている c 石基は，大部分が，短問状の斜長石によって

しめられ，そのほかに，不規則な粒状斜長石および石英，それに少量の黒雲母およ

びこれから変化した緑泥石がみとめられるのまた，ときには，褐色角閃石をふくん

でし、るつ

短冊状の斜長石は，不規則に組み合っているが，弱い流理構造をしめしているO

黒雲母は濃褐色を呈する針状あるいは柱状結晶である c そして，ほとんどのものが

緑泥石に変わっている c 石英は，不規則な粒状のもので，ほかの鉱物を置換えして

発達している ο 同質岩のあるものには，布基に多量の石英と緑色雲母をふくむもの

がある勺 (PI..7)

トロニエム岩質岩

この岩石は，まえにのべたものとほとんど同質のものである c しかし，石基が細か

な，そして不規則な形をした斜長石・石英・緑泥石から構成されている点で違いがあ

る c しかし，少量ではあるが，短冊状の科長石もみとめられる。

うえにのべてきたように，これら 2 つの岩石は，ともに蛇紋岩を貫ぬく優白岩であ

り，それほど大きな違いはないものと考えられる c 北海道中央地域に分布している優

白岩も， トロニエム劫宥であることから考えれば，これらは，道入時の条件の違いと

みた方がよいのではなかろうか。

lまんれい岩

この岩石は，地質問にはしめしてないが，ベラリ山附近の蛇紋岩道入帯中に分布し

ているようである ε 確かな産状は，明らかでない c

転石としてえられたものを顕微鏡下で観察すると，つぎのようである ο

lem 内外の単斜輝石と長柱状の斜長石とから構成されており，サプオフィテック

組織をしめしている r 蹄石は，褐色角閃石化しており，さらに緑泥石に変化してい

牢 イドンナップ m図幅で，トロニエム岩として取扱った岩石は，むしろ埼岩とよぶべ

きものである。
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る。また，斜長石はソーシュノレ石化がし、ちじるし L 、。

VII 地質構造

この図幅地域には，これまでのべてきたように，先白重紀から新第三紀までの堆積

岩や，いろいろな時代の火成岩類や構造運動に伴なわれたとおもわれる弱変成岩類が

分布している c これは地質構造的にみると，いくつかのグループにわけられる。(第

10 図)

これは，地質概説の項で，この地域の地質系統を区分したものと同じである。すな

わち，各地質系統がそれぞれ構造単位をなしていることを意味している。

(I) は，日高構造帯の先白望系であって， (tIl)の神居古揮構造帯の先白望系とは，

(11) の白望系で分離されている c また， (lV) は，ペラリ山を中心に発達している道入

第 10 図構造単位区分図

- 25-



岩帯で，境界は，はっきりしないが， 1 つの構造単位と考えられる。 (V) は，新第三

系と自室系のうちの上部エゾ層群がふくまれるつしかし，白望系の分布がかぎられて

いるので，いまのところ，これを 2 分することはできない。

以下それらを，構造解析のJI民にのベる。

(V) の構造単位は，全体的にみると，北西一北北西の走向で西に傾いた，単斜構造

で代表されている。このような傾動は，東側に分布する基盤，すなわち先第三系の上

昇運動によるものであろう。若干の場所で観察される衝上性の断層は，この上昇運動

は，西に衝上性のものであったと考えられる。三石川左股沢に分布する農屋層の存在

はあとでのべるように，地史的にも構造的にも，重要な意味をもっている。また，オ

ブスケ沢層は，比宇図幅に，この延長部がみとめられるが，この図幅内と同じように，

断片的な分布をしめし，新第三系との聞に大きな構造差のあったことが推定される。
]7)ヨり

(II) の構造帯に分布する白望系の構造解析は，すでに発表されている。とくに，こ

の自望系の基盤である日高累層群の，運動を推定するのに大いに役立っているつ以

下，その概要をのベる。

初生的な摺曲構造は，そのほとんどが，断層構造で分断されている。したがって，

連続的な摺曲構造は少なく，多くの場合，背科部が西側に衝上している。白望系分布

地域の日高累層群は，ほとんどが，このような背斜部に相当するつ

構造を全体的にみると，西に過摺曲した複向斜をしめし，断裂(衝上性の断層)に

より Sandwitch 状の地質構造を呈しているところが多いコ一般に，摺曲や断裂は，分

布の東ほどはげしい3 したがって，東側の岩清水層との境界附近は，直立あるいは東

に急傾斜しているつさらにこのようなところでは，走向は岩清水層との境界断層とほ

ぼ平行である 3 しかし，西側の境界附近は，若干緩い摺曲構造を形成し，一部分であ

るが，不整合も観察されるつまた，走向も境界断層と斜交する方向のものが多いっ

以上のことから推定される日高果層群の運動は， (1)については，東から西への衝

上性の運動が主導的であり， (II) では，それもあるが，むしろ上昇性(白望系に対し

て)の運動であったことが推定される。

(1), (III) および(1V) 主に日高累層群が分布する地域

(1)は，ほとんど東に急傾斜しているっ岩清水層とイドンナップ層との関係から，

大きな逆転構造が考えられる。これらは，日高造Ie運動の中核である日高変成帯の前

縁部として，もっともはげしい構造運動をうけた結果であろうコしたがって，西への
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衝上性の断裂もいちじるしし、。

(III) および(IV) の地域は，従来から神居古揮構造帯と呼ばれている地域である。

このうち(IV) は，蛇紋岩・優白岩などの道入帯であって，地質構造的にも，特殊な地

帯であると考えられるc

(III) は，分布する地質系統は(I)とほとんど同じであるが， (I)や (II) の東翼にみ

られる顕著な北北西一南南東構造が弱まり， ドーム状構造が目立っている。とくに，

イドンナップ層の分布するシュンベツ川，メナシュンベツ川流域では，ひじように緩

傾斜の構造もみられる。これなどは，こわされてはし、るが， ドーム状構造と考えられ

る c このようなことは，南北性で表現される日高造山運動の，以前の摺曲運動の名残

りかもしれないc まえに，この地域が，上昇性の地帯であるとのべたが，そのことは，

三石川左股沢に分布する農屋層が，あまり勇ー断作用をうけていないということを，神

威岳図幅やイドンナップ岳凶l隔の変成帯の前縁に分布する。 ひじように勇断をうけた

*新第三紀層と比較すると，ひじように意義があるc またこの農屋層の構造から考える

と， III に対しては， (IV) の構造単位が，いちじるしく上昇したものと考えられる。

このような運動は，おそらく，火成岩類の道入か，または進入するような地質構造的

位置に，関連があると考えられる。このような火成岩類(とくに超塩基性岩類)の道

入帯は，神居古揮構造帯中に断続的に分布している。

(I), (II) と (III) の関係を全体的にみると， (1)，および (III) は， (II) に対して比

較的硬い岩質であり， (II) は比較的plastic な帯と考えられる。そのような岩質の相

異と， (I)と (III) の緑色岩類の発生の位置的な差による運動の異なりなどが組合さっ

て，このような構造を決定したと考えられる。

VIII 地史

このl司幅地域の堆積および変形の根源は，日本におけるアルプス造山運動として考

えられている“日高造山運動"である。したがって，この地域の地史を構造発達史的

に考えることができるとこのことはすでに，イドンナップ岳凶幅でものべられてい

る。すなわち，日高累層群は地向斜期の堆積物であり，とくにイドンナップ層および

中 農屋層と同じように滝の上層に対比されると考えられる。
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この図幅では分布しないが，下位の中ノ川層が，その主役的な役割りを果したものと

いえよう。この堆積物は比較岩相変化に乏しく，日高山脈西縁においては，泥質の堆

積相で代表されている。このことは，現在までのいちおうの考察では，地向斜の中心

相をあらわすものであろう。これらの堆積に引続いて，岩清水層で代表される椋色岩

類の噴出，道入があった。これらは道中央部の空知層群に対比されるものであって，

中~上部ジュラ紀に属するものであろう。緑色岩類の噴出機構については，断裂に伴

なわれたものと考えられている。この地域でも，神居古揮構造帯と日高構造帯にわけ

で考えられる。それらの関係やその後の運動については，すでにのべたとおりであ

る。

この地域では，緑色岩類の上位に連続する地層は，ほとんどみられない。このこと

には，下部エゾ層群および中部エゾ層群基底の不整合が，重要な関連があると考えら

れる。

白望系の堆積は，まえにのベたような不整合から出発しているが，この堆積盆の形

成にはまえにのベた日高累層群の地質構造に支配されて規定されたものと考えられ

る。これらのうち，帯状分布の白室系は，北方には中頓別方面にまで追跡されている。

また，オブスケ沢に分布する自室系は，夕張地域や留萌炭田基盤の白望系と同一堆積

盆中の堆積物と考えられる。

農屋層の堆積時までは，いわゆる先滝ノ上構造運動による大規模な摺曲，断裂運動

があった。この地域に分布するものは，化石や石炭層の介在から，汽水域の堆積相が

多いと考えられるコ

西川層については，まだ，明確に時代を決定することができないが，峠下層に対比

される公算がひじように多い。静内図幅との対比も，完全に行なわれていないので，

いろいろな問題点が，今後に残されている。もし，峠下層に対比されるとすれば，農

屋層堆積後に起こった構造運動は一三石川左股沢に分布する農屋層との関係からー

かなり大規模な転位を伴なう断裂性のものと考えられる。

IX 応用地質

石炭 (c)

農屋層の喋岩・砂岩相の，やや上位に若干の石炭層が介在されているが，現在では
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露頭状態が悪く，詳しい賦存状況はわからない。 過去に稼行されたこともあるが，現

在は稼行されておらず，坑道はつぶれているの

:\石灰石 (Lm)

岩清水層中に，若干の石灰石が挟在されているが，ほとんどが，きわめて小さな鉱

体んあるつ三石川流域で、山万 ton，ケリマイ川流域で、ル100 万 ton ていと、の鉱

体が報告されている〉c
牢り

アンチモニー鉱体 (Sb)

静内鉱山

この鉱山は静内川本流ぞいの，図幅地域東端部附近に位置している。 昭和 23~26 年

頃に，若干稼行され， 4 本の坑道が掘さくされている。

地質 鉱床附近の地質は，地質図上では細粒輝緑岩として取扱ったものが大半をし

めしている。このほかに，含ラジオラリヤ赤色チャートや石灰岩の薄層を挟在する，

集塊質の輝緑岩質凝灰岩が分析i しているつこれらは，全般に，いちじるしく勇断運動

の影響をうけており， N300W 方向の勇断帯が発達している。しかし鉱床を粧胎し

ている勇断市(鉱床勇断帯)は，一般的な勇断帯とはちがった性質の，変質'!告を形成

している lつ

鉱床 大きくみれば，鉱床は N300W 方向の一般菊断帯中に発達している， N65ー W

~EW 性の鉱化勇断帯中に匹胎している。この鉱化努断帯の内部は，緑泥石質岩・曹

長石一緑泥石化輝緑岩・炭酸塩鉱物質岩の三つの変質帯に区分することができる。ア

ンチモニー鉱脈は，この変質帯中の炭酸塩鉱物質岩中にだけ駐日台している c 鉱脈は，

N65°~75°W の走向で ， 80o~85°W ，の傾斜をしめしており，左右両岸に， 2 本ずつみ

とめられるつ

鉱脈は，輝安鉱-{i英脈で，脈 l隔は 3~24cm ほどで，膨縮がいちじるしい。

鉱石鉱物は，ほとんど輝安鉱だけであるが，ごく少量の黄銅鉱，閃亜鉛鉱，黄鉄鉱，

および白然、金がともなわれている。また， m長石鉱物は， 11英および少量の炭酸塩鉱

物， *J¥ 尼石である。

品位は，高品位鉱では， Sb=32 ;，ん低品位のものでは， So=2;; ，jである。

*この鉱床については，沢俊明による詳細な報告があるので，ここではその概要を説
明することにするコ
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この鉱床は，なお，下部に賦存するものと考えられるので，今後の探鉱が必要であ

るc

クロム鉄ぷ (Cr)

静内クロム鉱山

この地域のクロム鉄鉱床はベラリ山周辺に

発達しているの蛇紋岩{卒中に佐胎している。

富本朝二によってかなり古くから探鉱され，

若干の良鉱を採押t したといわれている。第11

図にしめしたように， 6 木ほどの坑道掘さく

を行なったようである c 現在では，ほとんど

鉱床の状態を知ることができないc

鉱石は，少量の塊状鉱のほかは，大部分が

低品位のメッチャ鉱から構成されていたとい 。 3km
i

われているハ ~?ロム航 。配繍 (宮崎相}

2)

石綿鉱床 (Ab) 第 11 図鉱床位置図

この鉱床も，ベラリ山周辺の蛇紋岩休中に恥胎している。かつて西川鉱山，農屋鉱

山，御閑鉱 Iii の 3 つの鉱山が操業していた。西川鉱山は，静内クロム鉱山と同一鉱区

内にあり，のちに合併されたという c これらはすべて，第 2 次大戦中に稼行されたも

のであり，現在では，わずかに，ぞの跡をとどめているにすぎない c

静内クロム鉱山地域のものは，繊維の長さが 0.5cm 平均のもので，最長 1 em ほど

である。まだ，かなりの鉱石が Hilt 存していると推定される。

農屋鉱山では，三つの採掘現場があり，品位は 0 .4 -0.5 ヲム鉱量 1 ， 500-1 ， 600 tOll

ていどであったといわれている。

その他の鉱床

自然銅: (Cu) ベラリ III の東側の沢には，多数の白然銅の流鉱があったといわれ

ているのこれらは，いろいろな大きさの塊りで，最大 200 ton 以上のものが採取され

ている円

滑石: ベヲリ 11 1[;付近の蛇紋計 11 1には，かなりの滑引があるといわれるが，詳細は

明らかでない。
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Resume

Thesheet-map“ Noya" coverstheareaonthewesternside

oftheHidakamountainrangeformingaquadranglebetween

longitudeto142ー30'to142045'Eandlatitude42020'to42ー30'N.

Thegeologicsystemoccupyingthegreaterprotionofthismap

areaconsistsofthePre-Cretaceoussedimentaryrocks,igneousrocks

andmetamorphicrock3.

ThePre-Cretaceoussystemisseparatedintotwo parts, east

andwest, bythe.sedimentaryrocksoftheCretaceoussystemthat

arezonallydistributedfromthesoutheasterncornerofthemap

areatowardthenorth-northwest. Fromthetectogenicviewpoint,

thewesternpartiscalledthe“ Kamuikotan tectoniczone"andthe

ea5ternpartthe “ Hidaka tectoniczone". ThePre-Cretaceous

systemisintrudedbyserpentin,leucocrateandotherigneousrocks,

theintrusivezonesofwhicharedistributedcenteringonPerari-yama.

TheNeogenesystemisfoundinthesouthwesterncornerof
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themap area, andtheQuaternaryterracedepositsandalluvial

depositsareextensivelydistributedinthelowerreachesof the

ShizunaiRiver.

Thegeologicsystemcanbedividedasfollows:

Geologicalage stratigraphicalsequeuce

(Alluvialdeposits
Quaternary …・ y

[Terracedepositsf2
II

(Nishikawaformation
NeogenTertiary..·· 一………… Y

INoyaformation

UpperYezo ・一一・… Obusukezawa formation
group

MiddleYezo (Niikappuformation

Cretaceous· ー{ group … 'INukabiragawaformation

~ower Yezo...fSoshubetsugawaformation

Group lMitsuishigawaformation

Hidaka (Iwashimizuformation
Pre-Cretaceous· 一. ..~

----- super-group lIdonnappuformation

Sedimentaryrocks

TheHidakasuper-group, supposedlybelongingto Jura 叩ic ， is

dividedintotheIdonnappuformationinthelowerpartandthe

IwashimizuformatIOnintheupperpart.

TheIdonnappuformationconsistschieflyofblackclayslate ,

andcontainssomediabasictu 妊， chertandlimestoneintheupper

horizons. ThisformationgradesintotheIwashimizuformation

withlocalinterfingering.

TheIwashimizuformationiscomposedlargelyofdiabaslctu 日，

althoughthelowerpartisintercalatedwithblackclayslateand

limestone. Thediabasictu 妊 comprises spiliticrocksofvarying

characters. Italsoincluesahorizonaboundiginchert.Thechert,

inmany cases, containsradiolarians. Asfarasour present

knowledgegoes, itisdi 伍cult tosubdividetherespectiveformations
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oftheHidakasuper-groupandtoestablish theirstratigraphic

successIOn.

TheHidakasuper-groupisoverlainbytheCretaceousYezo

groupwhichisdistributedfromthedrainagebasinoftheKerimai

RivertothePanbetsu-zawacreek , passingthrough theMitsuishi

RiverandTakami.

ThebasalmemberoftheYezogroupistheMitsuishi-gawa

formationconsistingchieflyofsandstoneandconglomerate, interｭ

calatedwithshaleintheupperpart. Withinthemapareathis

formationisinfaultcontactwiththeunderlyingbeds,butrelation

wasprobablyunconformableasintheareatothenorth.

Conformablyrestingon the Mitsuishiｷgawa formation , the

Sδshubetsu ・gawa formationoccursconsistingof sandstone and

shale. ThesetwoformationsbelongtotheLowerYezogroupand

aredistributedfromtheKerimaiRivertothevicinityofTakami ,via

theMitsuishiRiver.

AbovetheseformationstheMiddleYezo group is widely

distributed. TheNukabira-gawaformationisthelowermostmemｭ

ber. Beginningwiththebasalconglomerateand sandstone , the

formationcomprisesthehorizonsofplaty sand 吉tone andcherty

tu 百， andanalternationofshaleandsandstoneintheupperpart.

TheNukabira-gawaformationisoverlainbytheNiikappu-gawa

formationwithaconformablerelation. TheNiikappu ・gawa formｭ

ationconsistsofshale , intercalatedwith thinbedsofsandstone

andloosetu 任

TheUpperYezogroupofthemapareaisrepresenentedby

theObusuke-gawaformatIOnwhichismeagerlydistributedinihe

Obusuke-zawacreekinthevillageofNoyaasthebasementof

theNeogenesystem. Theformationconsistsofashy-white, med-

iumtocoarsegrainedsandstoneandblackshale. Thebaseisin

faultcontactwiththeIwashimizuformation.

TheNeogenesystemisdtstributedinthesouthwesterncorner
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ofthemaparea. Itcomprisestwohorizons. Thelowerhorizon

istheNoyaformationcorrespondingtothe “ Takinoue formation円

incentralHokkaido. Itconsistsofbasalconglomerate , dark町gray

shaleintercalatedwithsandstone, andthickmudstone.

TheNishikawaformation , consitutingtheupper horizon , is

distributedinthedrainagebasinoftheMonbetsuRiverinthe

southwesterncornerofthemaparea. Itslithologyispredominated

bymudstoneandsiltstone, exceptforthebasalconglomerateand

sandstone. ItsrelationwiththeIwashimizuformationinthebaseｭ

mentisunconformable.

Theterracedepositsandalluvialdepositsaredistributedin

parallelwiththeprincipalrivers, beingespeciallywide-spreadin

theareafromNoyatoToyohata. Therearetwostepsofterraces ,

thefirstterracesare80--180m andthesecondterracesare 20 ,,-,

80m inrelativeheight.

Igneousrocks

Theigneousrocksofthemapareacanberoughlyclassified

intothee百usive rocksofgeosynclinalstageandtheintrusiverocks

oflaterstage.

Thegreaterportionofthee妊usive rocksinthemapareais

occupiedbytypicalspiliteconsistingchieflyofpillowlava. Inaddｭ

itiontothisspilite, fine-graineddiabaseisdistributedontheeast

sideoftheCretaceoussystem , butitsprimarymodeofoccurrence

isnotknownasitwasa百ected byshearingmovement.

Thetypicalspiliteiscomposedofmonoclinicaugiteandalbite,

andisgenerallyfine-grained. However, itlocallycontainscrystals

ofMonclinicaugiteandplagioclaseaslargeas5mminlonger

diameter.' Thetextureisgenerallyhyaloophiticorsubophitic.

Therockshowsmarkedchloritizationandabundantlycontains

leucoxene. Thefine-graineddiabaseshowsasomewhatcoarse

subophitictexture.
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Theintrusiverocksoflaterstagecomprisecoarse-grained

diabase , serpentiniteandleucocrate.

Thecoarse-graineddiabaseoccursinplacesas dikes, adciut

10m wide, intrudingspiliticrocksanddiabasictu 任

Theserpentineoccursasintrusivebodiesofvarioussizes.

Havingbeenaffectedbyshearing movement, therockgenerally

showsamarkedschistosity.

Theleucocrateoccuresasirregulardikesintrudingserpentine.

Containingalargenumberofplagioclase phenocrysts, thisrock

maybetterbecalledatrondhjeim-porphyrite.

Metemorphicrocks

Themetamorphicrocksinthemapareaaregreenschist,black

schistandschisticrock (semi-schist). Thirdistributionislimited

tosmallareasnεar thezOneofserpentiniteintrusion. 乱1any of

theserocksare mylonitic, retaining their original texture, but
somehavebeencompletelyrecrystallized. Thecombinationof

metamorphic mineralsisalso varible. Glaucophane, lawsonite

andstilpnomelanearerecognizedascharacteristicmetamorphic

minerals.

Geolagicstructure

AsthemapareacorrespondstoafrontalzoneoftheHidaka

orοgenic movemeot , itwassubjectedtoveryseveredisturbances.

Accordingly, itisnotaneasytasktoclassifythedetailsofits

geologicstructure. Hence , thewritersfirstinferredasimplified

structure , andthenattemptedzoningofeachstructuralunit As

aresultofthestudy, ithasbecomeknownthatthePre-Cretaceous

systomonthewholeplayedaroleofanticlinalstructure,andthe

Cretaceous system ，自 anked between the Pre-Cretaceous strata,

showsastructureofsynclinorium. Thebothsystemsarecutby

faultsvariousdirections , thusformingintricategeolgicstructures.
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ThesamethingcanbesaidabouttheNeogenesystemwhich

showsstrongerdeformationontheeastsidethanonthewest

side, andthissuggeststhattheNeogenesystemwas a任ected

duringtheendingperiodoftheHidakaorogenicmovementwhich

hadformedthegeologicstructureof theabovementionedPreｭ

Cretaceoussystem.

Economicgeology

Asmentionedalready,themapareaaboundsinintrusivebodies

ofserpentinite , whichcauselandslidesinplaces.

ThelowerpartoftheNoyaformationisintercalatedwith

poorseamsofcoal. Astheoutcropshavebεen alreadyworked

out, themodeofoccurrenceofthecoalisnotdefinitelyknown.

Judgingfromthepastrecords, theseamsmaynotbecontinuous

andthecoal'seconomicvalueiscomewhatquestionable.

TheHidakasuper-groupislocallyintercalatedwithverysmall

bodiesoflimestone. Thelimestoneinthedrainagebasinofthe

MitsuishiRiverhasbeen surveyedand reported, butitisnot

worthwhileexploitationonaccountofitssmallreserves.

Existenceofantimonyoreisknownonthebanksofthe

MenashibetsuRiverattheeastendofthemaparea. Theore

deposits, occurringasseveralveins, 3to24cmwide, arefoundin

typicaldiabase , butnoexploitationisbeingcarriedoutatthe

presenttime.

Smallquantitiesofchromiteandasbestosdepositsarefound

inserpentiniteinthevicinityofPerari-yama.

Somesulphidemineralsofimpregnationtypearenoticedin

themarkedlyschistosepartoftheIwashimisuformation ,although

theyhavenotreachedastageoforedepositformation.
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